
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんぽくまちづくり通信 №24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

◇佐藤 喜
き

心
し

 くん 

◇男の子 

◇大毎集落 

◇平成 30年 8月 11日生まれ 

◇ご両親：佐藤大喜
た い き

さん・まどかさん 

【編集・発行】 

山北地区まちづくり協議会 
＜事務局＞ 

 〒９５９-３９９３ 新潟県村上市府屋２３２番地（村上市山北支所内） 
電話：０２５４-７７-３１１１ FAX：０２５４-７７-２２１７ 
メール：s.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp 

 出産に 42時間かかったという喜心くん。ご両親

は、男の子だったら 5 世代に渡り受け継がれている

「喜」の漢字を入れようと決めていたとのこと。 

 喜心くんは、パパとお風呂に入るのが大好きなん

だそうです。 

 ご両親は、元気で、たくましく、友達がたくさん

いる子に育ってほしいと願っているそうです。 

表紙写真：10 月 14 日（日）大毎稲刈りツアーに参加 

 少子高齢化が進む山北地区にとって、子どもたちは地域の宝！山北で子どもが産まれた話を聞

くと、嬉しくなりますよね！このコーナーでは、今年度産まれた山北地区在住のお子さんを紹介

します。 

ハイ、ポーズ 

オギャー！ 

mailto:s.shinko-chiiki@city


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「
田
園
回
帰
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
都
市
部
か
ら
人
の
移
住
・
定
住

の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
現
象
を

指
す
の
だ
そ
う
で
す
。 

近
年
で
は
、
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
人

た
ち
が
田
舎
に
住
み
た
い
理
由
の
ひ

と
つ
に
「
農
業
を
し
た
い
。」
と
い
う

も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い

と
言
っ
て
も
、
い
き
な
り
移
住
で
き

る
人
は
そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
移

住
を
決
断
す
る
ま
で
の
間
に
、
い
く

つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
ん
で
い
る
人
た
ち
や
、
移
住
は
で

き
な
い
け
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

に
よ
り
地
域
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関

わ
る
人
た
ち
を
「
関
係
人
口
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
、「
関
係
人
口
」
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
地
域
の
新
た
な
「
担
い
手
」

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

北
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
じ

っ
く
り
百
姓
や
っ
て
み
隊
」
と
い
う

メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 百姓やってみ隊は、市外からの参加者のほかに、応援隊員として地元の人にも参加いただいて

います。 

 この度、新年度百姓やってみ隊の山北地区内隊員を募集します。 

 応募要件は特にありません。ご応募、お待ちしています！ 

 

【活動内容】 

市外からの参加者と一緒に農作業や生業体験をしていただき、農作業に詳しい方には指導をし

ていただきたいと考えています。活動日は土日で、年間 10 回程度を予定しています。 

 

【参加費】 

１回の活動につき 1,000円 

 

【申込み】 

山北支所地域振興課自治振興室（まち協事務局） 電話：0254-77-3111 

※平成 31 年４月 19 日（金）まで 

２ ５ 
特集 関係人口と山北をつなぐ「百姓やってみ隊」 

百
姓
や
っ
て
み
隊
っ
て
？ 

「
百
姓
や
っ
て
み
隊
」
は
、
山
北
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
農
業
体
験
や
生

業
体
験
を
提
供
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
前
述
し
た
よ
う
な
移
住
へ
の
ス

テ
ッ
プ
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
取
り
組

み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
生
業
体
験
で
は
、
積
極
的
に

地
域
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
を
作

っ
て
お
り
、
市
外
の
参
加
者
と
地
域

が
関
わ
り
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
「
さ
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
そ
ん

な
「
百
姓
や
っ
て
み
隊
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
み
ま
す
！ 

 

 

「
百
姓
や
っ
て
み
隊
」
は
、
旧
山
北

町
時
代
の
平
成
13
年
に
、
町
が
配
偶

者
対
策
と
し
て
始
め
た
事
業
で
す
。

そ
の
た
め
、
当
初
は
若
い
人
た
ち
を

参
加
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
18
年
か
ら
は
団
塊
の
世
代
も
対
象

と
す
る
よ
う
に
な
り
、
配
偶
者
対
策

か
ら
定
住
対
策
へ
と
重
点
を
移
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
は
、
半
分
が
自
家
消
費
の
た

め
の
小
さ
な
農
業
、
も
う
半
分
は
好

き
な
仕
事
を
す
る
「
半
農
半
エ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

最
近
で
は
、
百
姓
や
っ
て
み
隊
も

こ
の
「
半
農
半
エ
ッ
ク
ス
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
半
分
は
農
業
体
験
、
も

う
半
分
は
郷
土
料
理
づ
く
り
や
自
然

体
験
な
ど
の
生
業
体
験
を
織
り
交
ぜ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
市
外
か
ら
11
名
の
参

加
が
あ
り
、
５
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
合
計
９
回
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
活
動
日
以
外
の
好

き
な
時
に
山
北
に
来
て
、
自
由
に
山 

 

 

 

 地域づくり団体等活動支援助成金については、前回の改正から５年が経過します。 

 これまで、利用促進措置としてソフト事業に対しては一律７割助成を行ってきましたが、今回

以下のように改正を行いました。 

 申請を希望する団体は、山北支所自治振興室（まち協事務局）までお問い合わせください。 

助成対象事業 
助成金の額 

助成初年度から５年以内 助成初年度から５年以降 

(１)地域の課題解決、地域活

性化が期待できる事業 

・10 分の７以内 ・10 分の５以内 

・既存の活動を拡充する場

合、10分の７以内 

(２)人材の育成に寄与する事

業 

・10 分の 10以内、１事業あ

たり 10万円以内 

・10 分の７以内 

・既存の活動を拡充する場

合、10分の 10 以内 

(３)その他地域コミュニティ

の維持、発展が期待できる事

業 

・10 分の７以内 ・10 分の５以内 

・既存の活動を拡充する場

合、10分の７以内 

 

回数

期日 5月19日 5月20日 6月16日 6月17日 7月14日 7月15日 8月4日 8月5日 9月15日 9月16日 10月13日 10月14日 11月10日 11月11日 12月1日 12月2日 2月2日 2月3日

内容

・

塩

作

り

見

学

・

畑

へ

の

種

ま

き

と

苗

植

え

・

大

毎

田

植

え

ツ

ア

ー

に

参

加

・

畑

の

管

理

作

業

・

玉

ね

ぎ

収

穫

・

イ

カ

の

塩

辛

と

干

し

魚

作

り

・

笹

川

流

れ

の

遊

覧

船

乗

船

と

散

策

・

ジ

ャ

ガ

イ

モ

、

ニ

ン

ニ

ク

収

穫

・

そ

ば

の

種

ま

き

・

焼

畑

の

準

備

（

杉

の

葉

搬

入

）

・

収

穫

し

た

野

菜

を

軽

ト

ラ

市

で

販

売

・

小

俣

川

で

カ

ジ

カ

捕

り

・

焼

畑

と

赤

カ

ブ

の

種

ま

き

・

畑

の

管

理

作

業

・

林

業

体

験

・

エ

ッ

セ

ン

シ

ャ

ル

オ

イ

ル

作

り

・

長

ネ

ギ

収

穫

・

乗

船

＆

釣

り

体

験

・

収

穫

し

た

野

菜

を

軽

ト

ラ

市

で

販

売

・

日

本

国

登

山

体

験

・

大

豆

、

サ

ツ

マ

イ

モ

、

赤

カ

ブ

収

穫

・

ニ

ン

ニ

ク

植

え

付

け

・

赤

カ

ブ

漬

け

作

り

体

験

・

大

毎

稲

刈

り

ツ

ア

ー

に

参

加

・

長

ネ

ギ

、

赤

カ

ブ

収

穫

・

大

豆

の

脱

穀

・

大

川

の

コ

ド

漁

見

学

・

さ

ん

ぽ

く

祭

で

野

菜

販

売

・

そ

ば

打

ち

体

験

・

味

噌

づ

く

り

体

験

・

白

菜

、

キ

ャ

ベ

ツ

、

大

根

等

収

穫

・

餅

つ

き

、

き

な

粉

作

り

体

験

・

あ

く

笹

巻

き

作

り

体

験

・

大

毎

水

汲

み

ツ

ア

ー

に

参

加

第7回 第8回 第9回第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

➝
今
年
度
の
百
姓
や
っ
て
み
隊
活
動
実
績 


